




























































































































































































































































































　 男役 娘役 合計
専　科 　　7 　　5 　12
花　組 　36 　33 　69
月　組 　43 　29 　72
雪　組 　37 　33 　70
星　組 　37 　29 　66
宙　組 　35 　29 　64
研 1（99期生） 　19 　18 　37





























表 2 からわかるように、 5 つの組で多少の






























　 花 月 雪 星 宙 平均
キャリア（年）16. 8 18. 0 16. 3 18. 0 17. 8 17. 4
トップ就任（年）14. 2 15. 5 14. 0 15. 5 14. 8 14. 8
在任期間（日）1,138 986 991 951 1,109 1,035




とめた。表 4 － 1 ～表 4 － 5 をもとに、トッ
プスターの特色について、考察していく。


















西暦 期 学年（研） 組 　
1994 82 　 　 高校卒業後、宝塚音楽学校入学
1995 　 　 　 　
1996 　 　1 花 宝塚歌劇団首席入団　初舞台は『CAN－CAN』（トップ真矢みき）
　 　 　 　 壮一帆、遼河はるひ、涼紫央、紺野まひると同期
1997 　 　2 　 　
1998 　 　3 　 　
1999 　 　4 　 　
2000 　 　5 　 ベルリン公演選抜
2001 　 　6 　 新人公演初主演『ミケランジェロ／VIVA！』
2002 　 　7 　 新人公演主演／新人公演主演
　 　 　 　 バウホール公演初主演『月の燈影』（彩吹真央とダブル主演）
2003 　 　8 　 バウホール公演（ワークショップ）主演
2004 　 　9 　 　
2005 　 10 　 バウホール主演
2006 　 11 　 バウホール単独初主演
　 　 　 宙 組替え、 3 番手スターとなる
2007 　 12 　 大和悠河のトップ就任後は 2 番手となる
　 　 　 　 バウホール主演
2008 　 13 　 　
2009 　 14 　 バウホール主演／バウホール主演
2010 　 15 　 初コンサート『“R”ising！』
2011 　 16 　 ディナーショー『MUGEN』
　 　 　
花 組替え・ 4 月24日より、トップ就任、相手役は真飛聖より引き続
いて蘭乃はな
　 　 　 　 6 月24日より、お披露目公演『ファントム』
2012 　 17 　 　
2013 　 18 　 　



























西暦 期 学年（研） 組 　
1994 82 　 　 高校卒業後、宝塚音楽学校入学
1995 　 　 　 　
1996 　1 花 宝塚歌劇団入団　初舞台は『CAN － CAN』（トップ真矢みき）
　 　 　 　 蘭寿とむ、遼河はるひ、涼紫央、紺野まひると同期
1997 　 　2 　 　
1998 　 　3 　 　
1999 　 　4 　 　
2000 　 　5 　 ベルリン公演選抜
2001 　 　6 雪 組替え
　 　 　 　 新人公演初主演『愛燃える／RoseGarden』
2002 　 　7 　 新人公演主演
　 　 　 　
バウホール公演初主演『ホップ・スコッチ』（立樹遥・音月桂と
トリプル主演）
2003 　 　8 　 バウホール主演（ワークショップ）
2004 　 　9 　 バウホール単独初主演
2005 　 10 　 バウホール主演（ワークショップ）
2006 　 11 花 組替え
2007 　 12 　 初ディナーショー『SO！─ FantasticRadioStation ─』
2008 　 13 　 　
2009 　 14 　 バウホール主演
　 　 　 　
大空祐飛が宙組トップ就任のため組替えにより、 2 番手スターと
なる
2010 　 15 　 　
2011 　 16 　 ディナーショー『Bright』
　 　 　 　 真飛聖退団後、蘭寿とむがトップ就任、その後も 2 番手スター
エンターテイナーの実践知 63

















































　 　 　 　 ドラマシティ主演『カナリア』
2012 　 17 雪 組替え・12月24日よりトップ就任（相手役は愛加あゆ）







































西暦 期 学年（研） 組 　
1999 87 　 　 高校在学中に受験、一発合格、音楽学校入学
2000 　 　 　 　
2001 　 　1 月 宝塚歌劇団入団　初舞台は『ベルサイユのばら　2001』
　 　 　 　 早霧せいな、夢乃聖夏、沙央くらまと同期
　 　 　 　 8 月、新人公演で若手ホープ北翔海莉の役を与えられる
2002 　 　2 　 　





7 月、TAKARAZUKA　SKY　STAGE の第 3 期スカイフェア
リーズを務める
2005 　 　5 　 　







2008 　 　8 　 　
2009 　 　9 　 バウホール公演主演
　 　 　 　
12月、瀬奈じゅん、遼河はるひの退団後、霧矢大夢がトップ就任、
2 番手となる
2010 　 10 　 バウホール公演主演
2011 　 11 　 初ディナーショー『HotFairy』
2012 　 12 　 4 月23日、トップスターに就任、相手役は愛希れいか
　 　 　 　
お披露目公演は『ロミオとジュリエット』（準トップ明日海りお
と役替わり）





































4 － 4 である。
表 4－ 4．柚希礼音
西暦 期 学年（研） 組 　
1997 85 　 高校卒業後、宝塚音楽学校入学
1998 　 　 　 　
1999 　1 星 宝塚歌劇団入団　初舞台は雪組『ノバ・ボサ・ノバ』




2000 　 　2 　 ベルリン公演選抜
2001 　 　3 　 　
2002 　 　4 　 　
2003 　 　5 　 バウホール公演（ワークショップ）初主演『お～い春風さん』
　 　 　 新人公演初主演『王家に捧ぐ歌』
2004 　 　6 　 新人公演主演／新公主演
2005 　 　7 　 バウホール公演（ワークショップ）主演／新人公演主演
2006 　 　8 　 新人公演主演／バウホール公演（ワークショップ）主演
2007 　 　9 　 2 番手スターに昇格
現代社会研究科論集66















































　 　 　 バウホール公演単独初主演『HallelujahGO！GO！』
2008 　 10 　 日本青年館他公演『ブエノスアイレスの風』主演
2009 　 11 　 6 月、トップ就任、相手役は夢咲ねね
　 　 　 お披露目公演は『太王四神記 Ver. Ⅱ─新たなる王の旅立ち─』
2010 　 12 　 　
2011 　 13 　 　
2012 　 14 　 　
2013 　 15 　 4 月、台湾公演















































彼女のキャリアパスをまとめると、表 4 － 5
のようになる。
表 4－ 5．凰稀かなめ
西暦 期 学年（研） 組 　
1998 86 　 　 中学卒業後受験、宝塚音楽学校入学
1999 　 　 　 　
2000 　 1 雪 宝塚歌劇団入団　初舞台は花組『源氏物語　あさきゆめみし』
　 　 　 　 緒月遠麻、陽月華（元宙組トップ娘役）が同期












































2003 　 4 　 　
2004 　 5 　 　
2005 　 6 　 新人公演初主演『霧のミラノ』
2006 　 7 　 バウホール公演初主演『YoungBloods！─魔夏の吹雪─』
　 　 　 　 新人公演主演







2009 　 10 星 4 月組替え、新トップ柚希礼音に次ぐ 2 番手スターとなる
2010 　 11 　 バウホール・青年館主演
2011
　
12 宙 2 月組替え、蘭寿とむの花組組替えにより、トップ大空祐飛に次
ぐ 2 番手
2012 　 13 　 1 月、バウホール・青年館主演
　 　 　 　 7 月 2 日、トップスターに就任、相手役は実咲凜音（花組より）
　 　 　 　 お披露目公演『銀河英雄伝説＠ TAKARAZUKA』

















































































































































































































































This study is intend as a social scientific investigation for as towhy in Japanese
entertainment showbusiness,TheTakarazukaRevuehasmaintained its highquality
performanceandsurvivedtothisday,withafocusonthecareerdevelopmentofperformers
ofTheTakarazukaRevue.Withaviewtowardsexaminingmoreheuristicfactsonthebasis
of data, I found three peculiarity points of this career development.  1）The career
developmentprocessesofperformersaredeeplyrelatedwiththeirtasksinTheTakarazuka
Revueshow.2）Thoseperformancesofferopportunitiesdevelopingtheirpracticalintelligence.
3）Performers canunderstandhow todevelop their professional experts throughThe
TakarazukaRevueshow.
Keywords：Practical Intelligence, ProfessionalExperts, CareerDevelopment, Japanese
EntertainmentShowBusiness,TheTakarazukaRevue
